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金沢医科大学氷見市民病院のホームページ
http://www.kanazawa-med.ac.jp/~himi/

病
院
の
理
念

私たちは「生命の畏敬」を医療活動の原点として
次のような病院を目指します。
● 医療人としての研鑽に励み、患者さん中心の医療を実践します。

● 住民の健康と生命を守る中核病院として、安全で質の高い医療を提供します。

● 地域の医療機関と協力し、地域の医療福祉の向上に貢献します。

● 将来の地域医療の担い手となる有能な医療人を育成します。

金沢医科大学氷見市民病院

金沢医科大学氷見市民病院

春の花壇（氷見市 海浜植物園）
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令
和
6
年
度 

新
任
医
師
・
新
入
職
員
の
ご
紹
介

４月から、新たに９名の医師が着任しました。
市民の皆様に、より良い医療を提供できるよう努めてまいりますので、よろしくお願いします。
❶専門分野・資格　　❷出身地　　❸趣味　　❹患者さん・市民へメッセージ

医師の
紹介

看護師23名、臨床検査技師2名、リハビリ療法士2名、視能訓練士1名事務員1名、看護
補助員1名の計3１名が新しく仲間入りしました。どうぞよろしくお願いします。医療スタッフの紹介

看護師 医療技術職・その他

消化器内科　講師　日
くさ か
下　一

かず
也
や

❶（専門分野）消化器内科　　（資格）・日本内科学会総合内科専門医　・日本消化器病学会専門医　・日本消化器内視鏡学会専門医
❷富山県富山市　　❸ 読書、歩くこと
❹以前は金沢医科大学病院の消化器内科、総合診療科に勤務しており、その後、終末期医療を含めた在宅医療を

経験しました。3 月から氷見市民病院の外来で診療を開始しましたが、当院がこの地域で大切な役割を担ってい
ることを実感しています。大変な震災がありましたが、地域の皆様の健康に少しでも貢献できるよう頑張ります。

消化器内科　助教　秦
はた
　義
よし
之
ゆき

❶（専門分野）消化器内視鏡（上部・下部）　　❷大分県竹田市　　❸ 料理、運動
❹研修医として氷見市民病院で勤務してから 2 年が経ち、再び勤務することとなりました。

皮膚科　医員　小
お
野
の
　瑶
よう
子
こ

❶（専門分野）皮膚科　　❷新潟県　　❸陸上競技（400ｍ、400ｍハードル）、ピアノ、ディズニー
❹地域の皆様に信頼を築き、地域医療に尽力いたします。よろしくお願いいたします。

腎臓内科　医員　近
こん
藤
どう
　崇
たか
哉
や

❶（専門分野）腎臓内科　　❷石川県　　❸ 旅行・ゴルフ
❹地域医療に貢献できるよう、日々精進してまいります。よろしくお願いいたします。

一般・消化器外科　医員　丸
まる
山
やま
　香
かお
李
り

❶（専門分野）一般・消化器外科　　❷長野県安曇野市　　❸ 体を動かすこと
❹地域の皆様に信頼される医療を提供できるよう日々精進してまいります。何卒よろしくお願い申し上げます。

総合診療科　医員　佐
さ
野
の
　慶
よし
紀
のり

❶（専門分野）麻酔科志望　　❷富山県高岡市　　❸ お酒、旅行、youtube、LIVE
❹研修医を終えて 1 年目の駆け出しですが、1 年間よろしくお願いします。

初期臨床研修医　桶
おけ
家
いえ
　由

ゆ
樹
き
子
こ

❷富山県氷見市　　❸ 旅行
❹氷見市の皆様の健康に寄り添っていけるよう、勉強に邁進していきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

初期臨床研修医　沼
ぬま
口
ぐち
　孟
たけ
史
し

❷岐阜県　　❸ 料理・水耕栽培・コーヒー・読書
❹今年度から 2 年間お世話になります。患者さんに寄り添った医療を提供できるよう、精進いたします。

未熟ではありますが、どうぞよろしくお願いいたします。

初期臨床研修医　眞
ま
柴
しば
　主

ちか ら
税

❶（専門分野）災害医療
（資　　格）・日本災害医学会 Pharmacy Disaster Life Support：PhDLS プロバイダーコース 修了

・日本救急医学会 Immediate Cardiac Life Support:ICLS プロバイダーコース 修了
❷石川県金沢市　　❸ 読書、英会話
❹" 良医 " としての研鑽に励みながら、氷見市民の皆様の健康と生命を守り、「患者さん中心の医療」を実践してまいります。
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ひ
ざ
の
痛
み
へ
の
新
治
療

 

～『
Ｃク
ー

リ

ー

フ

Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｆ
』に
よ
る
末
梢
神
経
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
療
法
～

 

整
形
外
科 

科
長　

廣
村 

健
太
郎

変
形
性
膝
関
節
症
と
は
？

　

変
形
性
膝
関
節
症
は
、
整
形
外

科
の
な
か
で
も
非
常
に
多
い
疾
患
の

ひ
と
つ
で
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
で

あ
る
膝
の
軟
骨
が
す
り
減
る
こ
と
で

骨
が
変
形
し
、
痛
み
や
腫
れ
が
生
じ

る
疾
患
で
す
。
多
く
は
加
齢
に
よ
る

変
化
が
原
因
で
、
膝
に
症
状
を
有
す

る
患
者
は
国
内
で
約
１
０
０
０
万
人

と
推
測
さ
れ
、
多
く
の
方
が
膝
の
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

変
形
性
膝
関
節
症
と
診
断
さ
れ

た
方
は
、
薬
や
湿
布
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
注
射
、
リ
ハ
ビ
リ
で
治
療
を
行

い
ま
す
が
、
改
善
が
乏
し
い
場
合

は
、
人
工
関
節
置
換
術
や
骨
切
り

術
な
ど
の
手
術
を
受
け
る
の
が
一

般
的
で
す
。
手
術
の
場
合
は
長
期

間
の
入
院
を
必
要
と
し
、
合
併
症

の
リ
ス
ク
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
べ

て
の
患
者
さ
ん
に
お
勧
め
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

富
山
県
初
！
新
治
療
「C

ク
ー
リ
ー
フ

O
O

LIEF

」
の
導
入

　

当
院
で
は
、
膝
の
痛
み
へ
の
新
た
な
治
療
の
選
択

肢
と
し
て
「CO

O
LIEF

疼
痛
管
理
用
高
周
波
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
末
梢
神
経
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
療
法
」
を

２
０
２
３
年
12
月
に
国
内
で
い
ち
早
く
取
り
入
れ
ま

し
た
。
膝
に
針
を
刺
し
、
痛
み
を
感
じ
る
３
つ
の
神

経
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ラ
ジ
オ
波
と
い
う
高
周
波
を
流

し
加
温
す
る
こ
と
で
、
神
経
を
不
活
化
さ
せ
て
痛
み

を
緩
和
す
る
治
療

で
、
そ
の
効
果
は
、

普
段
の
痛
み
が
半

分
以
下
に
軽
減
し
、

１
年
か
ら
２
年
持

続
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

処
置
は
30
分
ほ
ど

で
終
了
し
、日
帰
り

治
療
が
可
能
で
す
。

ひ
ざ
痛
に
悩
む
患
者
さ
ん
に
新
た
な
選
択
肢
を

　

当
院
で
は
、
２
０
２
４
年
4
月
現
在
ま
で
に
約
30

名
の
患
者
さ
ん
に
治
療
を
行
い
ま
し
た
。
変
形
し
た

膝
を
元
通
り
に
す
る
治
療
で
は
な
い
た
め
痛
み
が
ゼ

ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
患
者
さ
ん
か
ら
は
「
杖

が
い
ら
な
く
な
っ
た
」「
外
出
す
る
機
会
が
増
え
た
」

「
痛
い
注
射
を
し
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
」
な
ど
の

声
を
い
た
だ
き
、
効
果
は
十
分
に
期
待
で
き
ま
す

の
で
、
な
か
な
か
膝
の
痛
み
が
と
れ
な
い
患
者
さ

ん
に
は
、
ク
ー
リ
ー
フ
に
よ
る
治
療
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ー
フ
の
治
療
を
ご
希
望
の
方
は
整
形
外

科
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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藤
木
　
拓
磨

FUJIKI
TAKUMA

小
児
科 

准
教
授

「
咳
が
な
か
な
か
治
ら
な
い
」
は
意
外
と
普

通
の
経
過
で
す
。
私
達
小
児
科
医
が
処
方
す

る
か
ぜ
薬
は
、
あ
く
ま
で
症
状
の
緩
和
に
す

ぎ
な
い
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
受
診
に
あ
た
り
患
者
さ
ん
へ
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。
発
熱
直
後
に
来
院
し
、「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ど
う
か
調
べ
た
い
」「
検
査

し
て
く
る
よ
う
言
わ
れ
た
」
と
い
う
要
望
を

し
ば
し
ば
受
け
ま
す
。
が
、
検
査
に
は
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
り
、
早
す
ぎ
る
と
い
く

ら
念
入
り
に
調
べ
て
も
本
来
陽
性
に
な
る
も

の
も
反
応
が
出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
検

査
希
望
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
発
熱
翌
日
ま

で
待
っ
て
受
診
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。
嫌
な
検
査
を
2
回
す
る
よ
り
、
確
実

な
1
回
で
済
ま
せ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

　

先
日
、
高
校
の
同
窓
会
に
出
席
し
た
際
、

「
ク
セ
ツ
ヨ
同
期
生
に
よ
る
、
つ
な
が
る
多

様
性
」
と
称
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
演
者
と
し
て
約
２
０
０
人
の
前
で
話

す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
は
、
学
業
だ

け
の
世
界
で
な
く
、
部
活
や
行
事
を
通
じ
て

様
々
な
経
験
を
し
ま
す
。
卒
後
四
半
世
紀
を

経
て
改
め
て
知
る
学
生
時
代
の
濃
密
な
時
間

は
、
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
く
影
響
し
て
い

る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
昭
和
と
令
和
の
時

代
で
は
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
わ
り

一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
集
団
指
導
で

育
っ
た
世
代
と
し
て
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
。
親
世
代
の
価
値
観
を
棄
て
、

信
じ
て
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

０
１
０
年
4
月
に
当
院
に
赴
任
し
、

今
年
で
15
年
に
な
り
ま
す
。
専
門
は

小
児
腎
臓
病
で
、
腎
生
検
か
ら
小
児
の
腎
移

植
ま
で
一
通
り
経
験
し
ま
し
た
。
毎
月
第

1
・
3
土
曜
に
金
沢
医
科
大
学
病
院
で
小
児

腎
臓
病
の
専
門
外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す

が
、
当
院
で
は
ひ
た
す
ら
小
児
科
一
般
診
察

に
邁
進
し
、
い
つ
で
も
開
業
で
き
る
ほ
ど
十

分
な
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す（
笑
）。
総
合
病

院
の
た
め
受
付
時
間
が
16
時
ま
で
と
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
当
科
で
は
、
初
診
時

に
紹
介
状
が
な
い
場
合
も
、
患
者
さ
ん
か
ら

選
定
療
養
費
を
徴
収
し
て
い
な
い
た
め
、
自

己
負
担
な
く
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
感
覚
で
受

診
い
た
だ
け
ま
す
。氷
見
市
内
の
小
児
科
は
、

当
院
を
含
め
2
院
の
み
で
す
が
、
ご
都
合
や

相
性
に
応
じ
て
適
宜
使
い
分
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
「
か
ぜ
の
経
過
」
っ
て
皆
さ
ん
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？
一
般
的
な
か
ぜ
の
場
合
、
症
状

の
時
間
的
経
過
は
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
熱
は
下
が
っ
た
が
咳
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」

▼

２
藤ふ
じ

木き

先
生
の

�
診
察
室
か
ら

藤 木  拓 磨 ★ 略 歴
【学歴・職歴】

2001年　金沢医科大学卒業
2001年　金沢医科大学　小児科
2002年　恵寿総合病院　小児科
2003年　金沢医科大学　小児科
2007年　東京女子医科大学　腎臓小児科
2009年　金沢医科大学　小児科
2010年　金沢医科大学氷見市民病院　小児科

【資格等】
日本小児科学会　専門医
日本腎臓学会　　専門医、指導医
日本腎移植学会　腎移植専門医
小児感染症学会　認定医
ICD制度協議会　Infection Control Doctor
日本小児科医会　子どもの心相談医
日本小児科医会　地域総合小児医療認定医　
日本小児腎臓病学会　代議員

03かけはし 氷見  2024・春号Vol.59



診
療
コ
ラ
ム

　

皮
膚
疾
患
の
治
療
法
の
一
つ
に
光

線
療
法
が
あ
り
ま
す
。

　

以
前
か
ら
、
日
光
浴
に
よ
り
皮
膚

疾
患
が
良
く
な
っ
た
り
、
痒
み
が
軽

快
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

光
線
に
は
、
波
長
に
よ
っ
て
可
視

光
線
、
紫
外
線
、
赤
外
線
に
分
け
ら

れ
ま
す（
図
）。
紫
外
線
も
波
長
に
よ
っ

てU
V-A, U

V-B, U
V-C

に
分
け
ら
れ

ま
す
が
、U

V-C

は
大
気
層（
オ
ゾ
ン

層
）で
吸
収
さ
れ
る
た
め
、
通
常
地
表

に
は
到
達
し
ま
せ
ん
。

　

紫
外
線（U

VA

、U
VB

）に
は
炎
症
を

抑
え
る
効
果
が
あ
り
、
皮
膚
炎
や
炎

症
性
角
化
症
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
以
前

はU
V-A

やU
V-B

全
域
波
長（290-

320nm

）照
射
に
よ
る
治
療
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
紫
外
線
が
皮
膚
癌

や
皮
膚
老
化
に
関
与
す
る
こ
と
が
明

ら
か
な
り
、
皮
膚
症
状
を
改
善
し
か

つ
副
作
用
が
少
な
い
波
長
と
し
て
、

近
年311nm

付
近
の
波
長（
ナ
ロ
ー

バ
ン
ドU

VB

）を
用
い
た
治
療
が
主
流

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
赤
外
線
は
あ
た
た
か
い

光
で
深
達
性
が
高
く
、
照
射
部
位
の

血
流
改
善
に
よ
り
創
傷
治
癒
を
促
進

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
神
経
の
興
奮
を

鎮
め
る
作
用
が
あ
り
、
痛
み
の
緩
和

に
も
有
効
で
す
。

　

当
科
で
は
、
中
波
紫
外
線
療
法
と

赤
外
線
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前

者
で
は
ナ
ロ
ー
バ
ン
ドU

VB

（U
V-B

の
う
ち311nm
付
近
の
ご
く
限
ら
れ

た
波
長
）、
後
者
で
は
近
赤
外
線

（0.6µm
-1.6µm

の
幅
広
い
波
長
）を

照
射
す
る
機
器
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

保
険
適
応
の
あ
る
対
症
疾
患
は
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
尋
常
性
乾
癬
、

掌
蹠
膿
疱
症
、
類
乾
癬
、
尋
常
性
白
斑
、

円
形
脱
毛
症
な
ど
で
す
。

光
線
療
法（
紫
外
線
照
射
）に
つ
い
て

�

皮
膚
科　

科
長　
　

西
部　

明
子

図（気象庁ホームページから引用）

　光線療法は、さまざまな皮膚疾患に対し有効な治療法ですが、下記の方は受けることができません。
あるいは、専門医の厳密はコントロール下でのみ行いますので、ご相談ください。

• 皮膚がんやその既往のある人
• 光線暴露により高発癌性リスクのある人

（例：色素性乾皮症、放射線照射歴のある人など）
• 顕著な光線過敏症の人

（例：遺伝性光線過敏症，白皮症，ポルフィリン症，光線過敏性膠原病など）
• 光線過敏をきたしうる薬剤や免疫抑制剤を投与されている人
• 妊娠中あるいは授乳中の女性
•10 歳未満の人
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令
和
５
年
度　
災
害
総
合
訓
練

日
時
：
令
和
6
年
3
月
26
日（
火
）　

　

3
月
26
日
の
午
前
中
に
、
１
次
訓
練
と
し
て
火
災
訓
練
、
午

後
は
２
次
訓
練
と
し
て
災
害
訓
練
を
行
い
、
夜
間
は
連
絡
通
報

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

火
災
訓
練
は
、
氷
見
消
防
署
と
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
が
、

悪
天
候
の
た
め
に
梯
子
車
・
消
防
車
の
出
動
は
中
止
と
な
り
、
氷

見
消
防
署
員
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
室
内

を
中
心
と
し
た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
消
防
署
員
の
講
評
で
は
、

通
報
・
初
期
消
火
・
避
難
誘
導
の
動
き
は
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
が
、

夜
間
や
休
日
な
ど
、
平
時
と
は
ま
た
違
っ
た
想
定
で
災
害
が
起

き
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
常
に
心
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

災
害
訓
練
は
、
能
登
半
島
地
震
の
際
に
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
災
害
対
策
本
部
を
1
階
で
は
な
く
2
階
に

設
置
し
、
各
部
署
か
ら
被
災
状
況
の
報
告
を
受
け
る
訓
練
や
、

新
た
に
導
入
し
た
垂
直
搬
送
対
応
の
エ
ア
ー
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

を
用
い
た
1
階
か
ら
2
階
へ
模
擬
患
者
を
搬
送
す
る
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
初
め
て
使
用
す
る
エ
ア
ー
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
避

難
誘
導
班
が
苦
戦
す
る
様
子
が
み
ら
れ
た
た
め
、
今
後
も
各
部

署
で
定
期
的
な
訓
練
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

夜
間
に
行
っ
た
連
絡
通
報
訓
練
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
が
非
常

事
態
を
防
火
防
災
管
理
者
へ
連
絡
し
、
各
部

科（
課
）長
・
技
師
長
へ
連
絡
網
を
用
い
て
の
連

絡
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で

は
、地
震
発
生
に
伴
い
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、

想
定
外
の
こ
と
が
数
多
く
起
こ
り
、
対
応
に
難

渋
し
た
経
験
を
得
ま
し
た
。
今
後
と
も
様
々

な
訓
練
を
通
し
て
職
員
一
人
ひ
と
り
が
ど
の
よ

う
に
動
け
ば
い
い
か
を
確
認
し
、
防
火
・
防
災

意
識
を
高
め
、“
想
定
外
”を
少
し
で
も
無
く
し

て
い
く
事
が
必
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

令
和
6
年
度　
新
入
職
員
辞
令
交
付
式

日
時
：
令
和
6
年
４
月
1
日（
月
）　

午
後
２
時

　

４
月
１
日
に
、
令
和
6
年
度
新
入
職
員
辞
令
交
付
式
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
入
職
者
は
、
医
師
1
名
、
臨
床
研
修
医
3
名
、

看
護
師
23
名
、
臨
床
検
査
技
師
2
名
、
言
語
聴
覚
士
1
名
、

作
業
療
法
士
1
名
、
視
能
訓
練
士
1
名
、
事
務
員
1
名
、

看
護
補
助
員
1
名
の
計
34
名
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
神
田
最
高
経
営
責
任
者
か
ら
早
坂
看
護
師

へ
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
あ
と
、
神
田
最
高
経
営
者
か
ら
式

辞
が
述
べ
ら
れ
、「
新
入
職
員
の
新
し
い
息
吹
で
病
院
を
盛

り
立
て
て
ほ
し
い
。
仲
間
を
見
つ
け
る
こ
と
、
天
職
を
見

つ
け
る
こ
と
を
心
が
け
、
仕
事
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
伊
藤
病
院
長
か
ら
訓
示
が
あ
り
、「
本
日
か
ら
医
療

人
と
し
て
、
心
新
た
に
力
強
く
一
歩
を
踏
み
出
し
、
一
期

一
会
を
大
切
に
し
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
職
業
で
あ
る
の
で

自
分
な
り
の
逃
げ
場
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
若
い
力
で
組

織
を
活
性
化
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
エ
ー
ル

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
入
職

員
を
代
表
し
て
桶
家

臨
床
研
修
医
が
宣
誓

を
行
い
、
辞
令
交
付

式
を
閉
会
し
ま
し
た
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
利
用
者
さ
ん

の
作
品
制
作
に
つ
い
て

　

当
院
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
少

し
で
も
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
空
間
と
な
る
よ
う
、

季
節
ご
と
に
壁
面
装
飾
作
品
を
リ
ハ
ビ
リ
の
利
用

者
様
と
一
緒
に
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

手
先
の
リ
ハ
ビ
リ
も
兼
ね
て
、
紙
を
折
り
、
の

り
で
貼
っ
た
り
色
を
塗
っ
た
り
す
る
作
業
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
雑
誌「
月

刊D
AY

」
の
作
品
募
集
に
、
俳
句
や
絵
手
紙
と
共

に
壁
面
装
飾
作
品
の
応
募
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

い
つ
か
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
目
標
に
、

日
々
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
春
ら
し
く
、
壁
一
面
に
大
き
な
桜
の
木

を
作
り
ま
し
た
。
折
り
紙
や
新
聞
紙
、
お
花
紙
、

絵
の
具
な
ど
を
上
手
に
使
い
、
満
開
の
桜
の
花
が

咲
き
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
器
用

で
、「
私
に
で
き
る
か
し
ら
？
」「
大
丈
夫
か
な
？
」

と
不
安
を
口
に
し
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
作
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
作
品
を
見
て
、

「
春
ら
し
く
な
っ
た
ね
」「
な
か
な
か
お
花
見
に
も
行

け
な
い
か
ら
嬉
し
い
わ
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て

き
て
、ス
タ
ッ
フ
一
同
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
夏
に
向
け
て
、
ど
ん
な
作
品
に
し
よ
う
か

と
み
ん
な
で
相
談
し
て
い
ま
す
。

新入職員代表による宣誓（桶家研修医）
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当
院
で
は
、平
成
20
年
に
学
校
法
人
金
沢
医

科
大
学
が
指
定
管
理
者
と
な
っ
て
以
降
、外
来

診
療
の
曜
日
を
拡
大
し
、平
日
の
月
～
金
曜
日
に

加
え
、土
曜
日
も
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

富
山
県
内
の
公
立
病
院
で
は
、外
来
診
療
は

平
日
の
み
で
土
曜
日
は
休
診
と
し
て
い
る
病

院
が
多
い
で
す
が
、氷
見
市
民
病
院
で
は
、仕

事
や
学
校
で
平
日
は
な
か
な
か
病
院
へ
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、毎
週
土
曜
日

の
午
前
中
に
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、土
曜
日
の
診
療
は
、診
療
科
に

よ
っ
て
体
制
が
異
な
る
た
め
、受
診
の
際
は
事

前
に
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
診
療
日
を
確
認
の
上

お
越
し
く
だ
さ
い
。

病院からのお知らせ掲示板

土
曜
も
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

～
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
～

　

医
師
を
は
じ
め
、看
護
師
や
薬
剤
師
な
ど
、糖
尿
病
に
関
わ
る

ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と
し
て
、糖
尿
病
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
し
、献
立
の
紹
介
や
リ
ハ
ビ
リ
体
操
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
度
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
以
来
休
止
し
て
い
た
試
食

会
を
再
開
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
基
本
的
知
識
を
身
に
つ
け
、し
く
み
、検
査
、合
併

症
、食
事
療
法
、薬
物
療
法
、運
動
療
法
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日

　

毎
月
第
４
火
曜　

※
4
月
・
11
月
は
お
休
み
で
す

　

11
時
30
分
～
13
時 （
受
付
11
時
～
）

場
　
所

　

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院　

６
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容

　

講
義

　

試
食
会

　

理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
体
操

　

管
理
栄
養
士
に
よ
る
献
立
紹
介

申
込
・
問
合
せ
先

 　

医
事
課

　

☎
０
７
６
６

－

７
４

－

１
９
０
０（
内
線
１
０
２
３
）

6
月
・
７
月
の
開
催
予
定

◆
6
月
25
日(

火) 

11
時
30
分
～
13
時

◆
7
月
23
日(

火) 

11
時
30
分
～
13
時

令
和
６
年
度　

糖
尿
病
教
室
の
ご
案
内

～
今
年
か
ら
試
食
会
を
再
開
し
ま
す
～

　

４
月
か
ら
入
院
患
者
さ
ん
の
病
衣
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。そ
れ
に
伴
い
、従
来
の
入
院
セ
ッ
ト
の
プ
ラ
ン
と
価
格

を
見
直
し
ま
し
た
。入
院
セ
ッ
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
、ま
た
は
当
院
1
階
の
売
店
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院　

１
階
売
店

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｓ 

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ

☎ 

０
７
６
６

－

７
３

－

１
３
１
１

入
院
患
者
さ
ん
の
病
衣
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た変更後 変更前

病衣のリニューアル（4月〜）

◆受付時間　午前8：00 〜 11：00
◆診療時間　午前9：00 〜 12：00

ホームページに
外 来 担 当 医 表、
休診案内を掲載
しています。
ご覧ください。
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患 者 さ ん の 権 利

当院は医療の中心は患者さんであると認
識し、患者さんには次のような権利がある
ことを宣言します。 

● 安全で良質な医療を公平に受けること
　 ができます。

● 病気や治療内容について、分かりやす
　 い言葉で説明を受け、ご自分の希望や
　 意見を述べることができます。

● ご自分の意思で治療方法や医療機関
　 を選択することができます。

●   診療記録の開示を求めることができ
ます。

●   他の医療機関に受診することを希望
されるときは、必要な情報提供を受け 
ることができます。

●  プライバシーは尊重され、個人情報は
　 厳重に保護されます。

● 臨床研究に関して充分な説明を受け
　 たうえで、その研究に参加するかどう
　 かご自分の意思で決定できます。
　 また、いつでも参加を取り消すことが
　 できます。

● 治療に関する自己決定の参考にして
　   いただくため、セカンドオピニオンを

受けることができます。

患 者 さ ん へ の お 願 い

当院は、地域の中核病院としての社会的
使命を果たすため、様々な医療を提供し
ています。患者さんには、次のことをご理
解いただき適切な医療を行うためご協力
くださいますようお願いいたします。

● 健康状態、その他必要なことを可能な
　 限り正確にお話しください。

● 説明を受けてもよく理解できない場合
　 は納得できるまでお聞きください。

● 治療を受ける場合は、医療スタッフの
　 指示に基づき療養してください。

● 病院のルールを守り、他の患者さんの
　 迷惑にならないようご配慮ください。

●   教育病院として、医師、医学生、看護学
生、医療専門職の学生、救急救命士など
の臨床実習・研修教育を行っておりま
す。厳重な指導のもとに実施しています
ので、ご理解とご協力をお願いします。

病 院 運 営 の 基 本 方 針

患者さん中心の病院運営を行います。

安全で信頼される医療の提供に最善
を尽くします。

患者さん・ご家族への「説明と同意」を
徹底します。

高度医療、質の高いチーム医療を推進
します。

地域の中核医療機関として地域医療
連携・支援を推進します。

良医の育成と医療人の教育・研修を推
進します。

働き甲斐のある健全で活力ある病院
づくりに務めます。

1 .
2 .

3.

4.

5.

6.

7.

■広報誌「かけはし 氷見」の由来
 広報誌が患者さんと病院、地域と病院をつなぐ“かけはし”となることを願って命名されました。

　令和６年１月１日に発生した能登半島地震により、当院においても断水等の被害を受け、一時

診療を制限せざるを得ない状況が続きました。震災発生時には氷見市の方々をはじめ多数の関連

企業・団体の皆様から温かいご支援をいただき、心より御礼申し上げます。

　震災後の令和６年３月に当院で実施した災害訓練では、震災の教訓を活かした訓練を行いまし

たが、まだまだ十分とはいえません。今後も見直しを重ね、市民の皆様が安心して利用できる病

院を目指して努力していく所存でございます。
かけはし春号編集委員　事務長　宮井　公一
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お菓子の美術館
～渡辺おさむ　スイーツアートin氷見～

　5 月 3 日～5 月 30 日の期間において、氷見市芸術文化館にて樹脂などで
本物そっくりに作られたお菓子を使用したアート作品を展示する「お菓子
の美術館～渡辺おさむ　スイーツアート in 氷見～」が開催されています。
　北陸初上陸のイベントで、今回は氷見市での開催に合わせて、オリジナ
ル作品が初公開される予定です。
　ワークショップなどの体験イベントもあり、小さいお子様連れのご家族
もお楽しみいただけると思います。また、作品の中に入り込んで撮影でき
るフォトスポットもあるので、SNS で写真を発信している若年層の方もぜ
ひ足を運んでみてください。子供の頃に、絵本に出てくるお菓子の世界に
憧れた中高年の方も、胸が弾む体験ができるのではないでしょうか。見て
いるだけでワクワクするようなお菓子の世界感をぜひ堪能してください。

　氷見市海浜植物園を訪れた際に撮影しました。ネモフィラの透明感あふれる青色が美しい写
真です。
　ネモフィラは、4 月～5 月が見頃の花ですが、氷見市海浜植物園では年間を通してさまざま
な植物を楽しむことができます。また、氷見市海浜植物園のホームページには、現在開花して
いる植物についての情報が定期的に更新されています。季節の植物を楽しんでみてはいかがで
しょうか。

表紙について
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